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1．はじめに

文部科学省が 2002 年に実施した「通常の学級に

在籍する発達障害の可能性のある特別な教育的支援

を必要とする児童生徒に関する調査」では、小学校

及び中学校の通常の学級において、学習障害（LD）、

注意欠陥多動性障害（ADHD）、高機能自閉症など

により、学習や行動の面で特別な教育的支援を必要

とする児童生徒が 6.3％程度存在していることを明

らかにした。このことを契機として、従来から特別

の場で行ってきた特殊教育から、通常の学級に在籍

する LD、ADHD、高機能自閉症などの児童生徒も

含めた特別支援教育への転換をはかることが課題と

なり、2007年4月1日に改正学校教育法が施行され、

学校教育法に位置付けられた特別支援教育によっ

て、特別な教育的ニーズのある児童生徒に対する支

援が行われるようになった（文部科学省：2005）。

2002 年の調査から 10 年が経過した 2012 年に行

われた文部科学省の同調査では、知的発達に遅れは

ないものの、学習面や行動面で著しい困難を示すと

担任教師が回答した児童生徒の割合は、6.5％であっ

た。このことから、通常の学級に一定数在籍してい

る発達障害を中心とした特別な支援を必要とする児

童生徒、またその周囲の児童生徒にとってもふさわ
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しい学習指導のあり方を担任教師が身につけていく

ことが必要であるといえる。また、特別な支援を必

要とする児童生徒を特別な場に取り出して支援する

だけでなく、その周囲の児童生徒を含めた通常の学

級全体に対する指導をどのように行うのかを考えて

いく必要がある。

特別な支援を必要とする児童生徒とその周囲の児

童生徒が共に学ぶ仕組みとしてインクルーシブ教育

システムがある。中央教育審議会初等中等教育分科

会の「共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育

システム構築のための特別支援教育の推進（報告）」 

（2012） によると、インクルーシブ教育システムに

おいては、同じ場所で共に学ぶことを追求するとと

もに、個別の教育的ニーズのある児童生徒に対して、

自立と社会参加を見据えて、その時点で教育的ニー

ズに最も的確に応える指導を提供できる多様で柔軟

な仕組みを整備することが重要であるとしている。

しかし、障害の有無にかかわらず多くの児童が小

学校の通常の学級に所属し、一人ひとりの教育的

ニーズに的確な対応がなされることが望まれるイン

クルーシブ教育を実現するためには、学級運営、特

別な支援を必要とする児童の理解や支援、教員の負

担、問題行動など多くの課題が存在している（安藤・

平山，2007：竹村，2011：浜谷，2012：奥本，2012）。

その課題の一つが通常の学級における特別な支援を

必要とする児童とその周囲の児童の関係のことがあ

げられる。川合・深山（2012）は、特別な支援を

必要とする児童への配慮や支援について、学級の周

囲の児童への配慮や支援について言及されている研

究が少ないことを指摘している。学級の周囲の児童

が、特別な支援を必要とする児童に対して、接触す

ることを避けたり、無関心であったり、かかわりに

おいて身構えたり、意図的に距離を置くなど、この

ような不適切な関係が形成されることがある。渡邊

（2010）は、その要因の一つとして、特別な支援を

必要とする児童が示す困難に対する不可解な行動か

ら生じる周囲の児童の困惑や抵抗感が両者の関係の

形成に影響している可能性について述べている。

よって、不適切な関係を改善し、特別な支援を必要

とする児童とその周囲の児童がよりよい関係を築く

ためには、学級の周囲の児童を含めた特別な支援を

必要とする児童への教員のかかわりについての検討

をする必要があると考える。

そこで、本研究では特別な支援を必要とする児童

に対する配慮や支援だけでなく、学級の周囲の児童

と特別な支援を必要とする児童が適切な関係を築く

ための教員のかかわりや働きかけについて検討したい。

2. 方法

（1） 対象者

対象学級は、X 県の Y 市の小学校全 8 校の通常

の学級の担任経験のある教員 195 名を対象とした。

（2） 手続き

調査は各小学校の校長に質問紙の送付について許

可を得た上で実施した。質問紙は各小学校の校長宛

てに送付後、通常の学級の担任経験のある教員に配

布してもらい、回答後は返信用封筒にて各自投函し

てもらうことによって回収した。調査期間は 2012

年 7 月上旬から下旬にかけて実施した。195 部配布

した中で 72 部回収（36.9％）することができた。

（3） 調査内容

次の①から③の実施有無についての回答後、該当

する箇所について自由記述を求めた。質問紙は、①

通常の学級における特別な支援を必要とする児童の

指導経験、②特別な支援を必要とする児童の特性に

関する周囲の児童への説明、③説明後に見られる周

囲の児童の変化の 3 つの内容から構成される。

3. 結果

（1） 回答者の情報

回答者 72 名のうち、通常の学級の担任が 52 名

（72％）、特別支援学級の担任 5 名（7％）、その他（通

級指導担当等）15 名（21％）であった。回答者 72

名のうち、LD、ADHD、高機能自閉症等と診断さ

れた児童の指導経験のある教員は 66 名（91.7％）、

経験がない教員は 6 名（8.3％）であった。診断は
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されていないが発達が気になる児童の指導経験があ

る教員は 70 名（97％）、経験がない教員は 2 名（3％）

であった。

（2） かわりや働きかけの実際－学級の周囲の児童へ

の説明－

回答者 72 名のうち特別な支援を必要とする児童

の特性について、学級の周囲の児童に説明する必要

があると回答した教員は 50 名（69.4％）、必要がな

いと回答した教員は 17 名（23.6％）であった。また、

どちらともいえないと回答した教員は 5 名（7％）

であった。

次に、学級の周囲の児童に説明する必要があると

回答した教員にその理由についての記述を求めたと

ころ回答が得られた。教員が指摘した理由を特別な

支援を必要とする児童の視点、学級の周囲の児童の

視点、指導の視点、その他で整理した。

①　特別な支援を必要とする児童の特性について周

囲の児童への「説明が必要である」と考える理由

① -1　特別な支援を必要とする児童の視点から

・誤解、無理解、差別、偏見、いじめを防ぐため。

・理解ができていないことにより、トラブルが起こる

ため、またそれによる支援児の二次障害を防ぐため。

・周囲の児童が理解することで、トラブルが少なくなっ

たり、学級があたたかな雰囲気に包まれたりする。

・他の周囲の児童の理解が得られることで、その子に

対する周りの子の接し方が変わるため。

・支援児に無理な要求をされ続けることが心配。

・その子が生活しやすくなるよう仲間意識を育てるため。

① -2　学級の周囲の児童の視点から

・相手を、個を理解することが大切。

・ 障害のある子どもとどう接していけばよいのか考え

る機会になる。

・同じ学級の仲間として、一人ひとりの児童の特徴を

知り、理解し合うこと。ありのままのその人を互い

に認め合える学級づくりを目指している。

・人それぞれの特性の一つとして、障害のあるなしに

かかわらず、お互いに知ることが大切である。

・他の児童やその保護者が該当児のことを適切に受け

入れかかわりをもてるようにする。

・児童の発達段階、実態において簡単には説明できな

いが、いろいろな子がいてそれを受け入れて寄り添

い合えるようにする。

・人は互いに違うこと、いろいろな人がいることを理

解するため。

・本人も周りの児童も心の成長が期待できる。

① -3　よりよい指導の視点から

・個に応じた指導をするためには、他の児童がその子

の特性を理解する必要がある。

・周りの子ども達がその子どもの特性を理解していな

いとその子への配慮をする際、不公平感を抱くこと

が予想される。

・その子への配慮が制限されたり、周りの子ども達が

その子をよく思わなかったりすることがある。

・周りの児童の理解と協力を得るため。

・障害のためにできないこともある。

・ある程度は理解しないとクラスづくりが難しい場合

がある。

・注意の仕方や対応が異なることで差別と感じる子ど

もがいるため。

① -4　その他

・学級組織の中でその児童の活動によって支障をきた

してしまう事態になったり、子どもがその児童の実

態に疑問をもったりする場合がある。

・発達障害児については、保護者の同意のもとに可能

な範囲の説明をした方がよい。

・通級指導を担当することで必要性を感じるようになっ

た。学級担任をしていた時、問題があった場合には

学級の中で話し合っただけで特に説明を行わなかっ

た。しかし、それでは根本的に話し合える関係になっ

ていなかった。

・当該児童がそのようななった経緯や心情については、

児童の発達段階に応じて話をする必要がある。

・説明に必要性を感じているが、ケースバイケースで

行うことが大切である。

・病名までは言わなくともその子の特性としてどのよ

うなことがあるかは伝えることが大切である。

・説明には時間をかけること、その子の保護者の了解

を得ることが必要である。

・その児童の実態を踏まえて、周りの子どもたちが特

別意識をもたない程度に分かりやすく説明すること

が必要である。

・説明をするときの伝え方には十分気をつける必要が

ある。

・障害ということだけではなく「〇〇を頑張っている、

○○が得意」と良い点も伝える。

②　特別な支援を必要とする児童の特性について周

囲の児童への「説明が必要でない」と考える教員の

主な理由

・学級経営をしていく上で、説明をしなくてもよいよ

うに周りの子どもたちとの関係を築いていけばよい。

・教師のかかわり方は基本的に同じである。

・みんな同じ仲間である。

・以前は説明が必要だと思っていたが、担任をしてみ

てあえてその子のというよりもその子を含め「いろ

いろな個性があるのだから、そこをわかり合ってい

こう」と指導するようになった。
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・言わなくても子どもはかかわり方をわかっていくこ

とができる。

・はじめは「周りが受け入れてくれやすい」という思

いで必要と考えていたが、しっかりと学級をつくる

ことで、その子の特性を長所、短所を含めてその子

であると認めることができると知ったため、他の児

童においても同様であり、それぞれがそれぞれを認

め仲間になることは可能である。

・一人の人間として子どもたちに認め合ってほしい。

・個性を尊重し周囲の理解を促し対応していく必要が

ある。

・説明に必要性を感じていないが、子どもによっては

説明を必要とする場合がある。

周囲の児童への説明の有無について「どちらでも

ない」と回答とした教員の意見として、「時と場合

による」「学級の児童の年齢や保護者、その他の状

況による」「その子の実態、保護者の考え方、学級

の様子をすべて配慮した上で検討する」の考えが述

べられていた。

③　特別な支援を必要とする児童の特性について周

囲の児童への説明を行う必要があったと回答した教

員の状況

回答者 72 名のうち、「これまで特別な支援が必

要である児童の特性や配慮に係わる説明を周囲の児

童に対して行う必要があった」と回答した教員は

50 名（69.4％）であった。「必要がなかった」と回

答した教員は 22 名（30.6％）であった。

説明する必要があったと回答した教員 50 名に説

明するきっかについて記述を求めたところ、特別の

支援を必要とする児童の保護者の希望で説明を行っ

た経験がある教員は 31 名、学級の周囲の児童から

の質問を受けて説明を行った経験のある教員は 21

名、教員の判断で説明を行った経験がある教員は

14 名であった。特別な支援を必要とする児童の希

望で説明を行った経験がある教員は 8 名であった。

説明後に学級の周囲の児童の姿に変化が見られ

たと回答した 18 名の教員が示した具体例について

表 1 に整理した。

④　教員による行動モデルの提示

回答者 72 名のうち特別な支援が必要な児童への

接し方を周囲の児童に理解してもらうために、児童

のモデルになろうと試みた経験がある教員は 24 名

（33.3％）であった。経験があると回答した教員 24

名のうち行動モデルの提示を試みたことで、周囲の

児童の姿に変化が見られたと回答した教員は 23 名

であった。モデルの提示前後の変化がみられた具体

例を表 2 に整理した。

表 1　説明後の子どもの変化

説明前 説明後の子どもの変化

・思いやりのない言動だった。 ・助けるようになった。

・攻撃的だった。
・許すことができなかった。

・あたたかく見守る態度が見られるようになった。

・他の子と違うという気持ちが表れていた。 ・どう関わっていけばよいのか、その子のことを考えて行動
するようになった。

・自分と違うことに不自然さを感じており、付き合い
方もぎこちない感じがあった。

・受け入れようとする態度が見られるようになった。

・奇声を発したり、乱暴な行動をすることに怒ったり
避けたりしていた。

・気に留めたり、無理に静止させたりすることがなくなり、
優しく声かけをしたり教えたりするようになった。

・時には担任よりもその子の言いたいことがわかるまでに
なった。

・偏見やかかわりたくないという消極的な対応だった。 ・かかわり方がうまくなった。
・本人も安心して生活できるようになった。

・不審に感じたりトラブルが起きたりしていた。 ・トラブルが減少したり、相手に合わせた対応ができるよう
になった。

・厳しい注意がみられた。 ・手伝ったり、優しい声かけがみられたりするようになった。

・厳しい口調だったり対応だったりしたことがあった。 ・優しくなった。
・認め合えるようになった。

岡本明博
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説明前 説明後の子どもの変化

・自分とその子を同じと考え、同じようにできないと
いけないと求める姿が多く見られた。

・きたことをほめたり、自然に手伝うようになった。

・乱暴だから嫌いとその子を避けていた。
・何もしていないのにいきなり○○されたと教師に言
いつけにきていた。

・嫌なことをされても許すという態度を見せる。
・同じ班で優しい言葉かけを行って協力していた。

・かかわりをさける態度をとっていた。 ・声をかけたり手伝ったりするようになった。

・「なぜそういう状態なのか」「なぜできないのか」の
質問があった。

・悪気はないけれど「○○ちゃんだけいいな」などの
声が聞かれた。

・できないということに対しての理解が少しだけ深まり「ど
うしてできないのか」の質問が減り、見守る態度が増えた。

・その子の言動に批判的な態度で接することが多かっ
た。

・言動の理由がわかったり、言動の原因を自分達なりに考え、
仲間の一人として接しようとする態度が見られるように
なった。

・「なぜ○○にだけ優しいのか、○○にだけあまいのか」
というとらえ方をしていた。

・「優しく」伝えるようになった。

・「できないのはどうして」「どうして自分と違うのか」
と疑問に思っていた。

・互いにできないことをカバーし、少しでもできないことに
は力を貸したり、借りたりすることができるようになった。

・無神経に言葉を発することが多く、その子を傷つけ
ることが多かった。

・全員ではないが生活面や発言の面で配慮する子どもが増え
た。

・偏見、おかしいと思っている。 ・優しく接し見守るようになった。

表 2　行動モデル提示後の子どもの変化

行動モデル提示前 行動モデル提示後

・友達への対応がわからず相手を責めることがあった。 ・相手を責めることがなくなった。

・友達同士で遊ぶときの言葉遣いが乱暴だった。 ・言葉遣いが少し優しくなってきた。
・どうかかわればよいかわかり、嫌なことをしなくなった。

・思いやりのない態度がみられた。 ・考えて接することができるようになった。

・攻撃的だった。
・許すことができなかった。

・モデルで示したように接していけるようになった。

・気になる子の行動が正しいか正しくないかが気にな
り一方的に注意していた。

・少しあたたかい目で見られるようになり、注意する口調も
柔らかくなった。

・その子に対して、優しすぎる態度や年下の子に接す
るような態度だった。

・その子ができることは手をださないでさせるようになった。
・みんなと同じであるという態度が見られるようになった。

・接し方がわからなかった。 ・子どもへの接し方が自然な形になった。
・その子へ声をかけるようになった。

・その子への偏見やかかわりの拒否がみられた。 ・教師の対応の仕方を学び同様に接するようになった。

・欠点を捉え遠ざけるところがあった。 ・欠点を長所に捉えることもあった。
・「こんなところがあるんだ」と認める発言がみられるよう
になった。

・冷たくばかにしたような態度がみられた。 ・励ましの声をかけるようになった。

・気になる子どもに対しての口調が厳しかった、小さ
なことにも厳しく注意する態度がみられた。

・少し柔らかく和らいだ感じが見られるようになった。

・厳しい注意がみられた。 ・手伝ったり、優しく声をかけたりする姿が見られるように
なった。

・汚いと避けることがあった。 ・汚しているからきれいにすることを手伝うようになった。

・その子がトラブルをおこしたとき避けていた。 ・こんな時はこうすればよいと担任をまねるようになった。

・何でも手伝い、教えることが親切だという考えをもっ
ていた。

・できることは本人にやらせていくことが本当の優しさだと
いう考えに変わった。

・どのように接してよいのかわからなかった。 ・丁寧に話を聞くようになった。
・妙に遠慮する態度が見られなくなり、伝えなければいけな
いことは伝えている姿がみられた。

4. 考察

（1） 学級の周囲の児童への働きかけ－説明による－

①　説明に期待するものと児童への願い

回答者 72 名のうち特別な支援を必要とする児童

の特性について、学級の周囲の児童に説明する必要

があると回答した教員が 50 名（69.4％）いるとい

う結果は、渡邊（2010）の特別な教育的支援を必

要とする児童と周囲の児童がよりよい関係を築くた
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めには、周囲の児童に特別な支援を必要とする児童

の特性を伝えることが必要であるという考えに即し

たものとなった。これは、多くの教員が特別な支援

を必要とする児童の特性を説明することでよりよい

関係を築かせたり、それを築くための環境を整えた

りする効果があると考えていることを示している。

また、説明を必要とする理由に挙げられた記述内容

から、教員が説明に期待する効果として述べていた

内容を 3 つの視点から検討してみると、第 1 は、

特別な支援を必要とする児童に着目した視点であ

る。渡邊（2010）も述べているように、本研究に

おいても、学級の周囲の児童が、特別な支援を必要

とする児童の特性を理解していなければ彼らに対し

て偏見をもち、一定の距離を置いたり、意図的にあ

るいは身を守るために避けたり、いじめを引き起こ

したりする関係が生じていることが示された。この

ような周囲の児童のかかわりは、特別な支援を必要

とする児童の社会性の発達を妨げるだけでなく、自

信を喪失させたり自己評価を下げさせたりするなど

の二次障害を招くことにもなる。よって、特別な支

援を必要とする児童が偏見や誤解、差別を受けるこ

となくありのままの姿でいられるような学級の環境

を整えるためには、周囲の児童の理解が不可欠とな

る。多くの教員は特別な支援を必要とする児童の特

性を説明することによって、周囲の児童の特性に関

する知識、理解が向上されることを期待している。

第 2 は、学級の周囲の児童に着目した視点である。

記述回答から特別な支援を必要とする児童の特性を

説明することを通して、周囲の児童に「人には様々

な個性がある」ことを理解してもらいたいと考えて

いる教員がいることがわかる。また、教員は特別な

支援を必要とする児童のことを周囲の児童に理解さ

せることによって、よりよい付き合い方を学ばせた

り、心の成長を促したりしたいと考えている。これ

らのことから、教員は説明を通して特別な支援を必

要とする児童だけでなく「すべての人にその人なり

の特性がある」ということを理解してもらうこと、

そして「相互に認め合いどのような人ともよりよい

関係を築いてもらう」ことを期待しているといえる。

第 3 は、よりよい指導に着目した視点である。

多くの教員は特別な支援を必要とする児童に対し

て、個に応じた指導を行いたいと望んでいる。しか

し、記述回答からもわかるように 30 名から 40 名

の集団に対して教員 1 名で個に応じた指導を行うこ

とは困難なこともある。また、発達障害児や気にな

る児童、特別な支援が必要な児童ばかりに支援や援

助を行うと学級の周囲の児童が不公平感を抱いてし

まう現状もある。したがって、特別な支援を必要と

する児童が、よりよい指導を受けられる学級の環境

を整えるためには、周囲の児童に対して特別な支援

を必要とすることのへの理解を得たり、児童同士で

助け合ったりする関係が必要である。教員は説明を

行うことによって学級の周囲の児童にこのような関

係が育まれることを期待している。

特別な支援を必要とする児童の特性について説

明することが必要であると考える教員は、説明を通

して既に述べたような効果を期待している。しかし、

その一方で、説明に必要性を感じていない教員は、

学級の周囲の児童に対して、特別な支援を必要とす

る児童のことを障害のある子、気になる子としてで

はなく、「その子の特性をその子の個性として尊重

し、同じ学級の仲間として受け入れてほしい」と願っ

ているようだ。これは学級の周囲の児童に着目した

視点で述べた「すべての人にその人の特性があり相

互に認め合うことで、どのような人ともよりよい関

係を築くことができる児童を育みたい」という教員

の願いと関連するものである。したがって、説明の

必要性の有無という観点からみると二つの立場の教

員はまったく異なる考えをもっているようにみえる

が、本質的な教員の願いは共通であると考える。

②　説明の有無の立場が分かれる要因

説明に必要性を感じている教員とそうでない教

員がいる一つの要因として、これまでにかかわった

周囲の児童による特別な支援を必要とする児童への

かかわり方が関連しているのではないかと考える。

例えば、障害の有無にかかわらず困っている仲間に

は手を差しのべることができたいり、その子の苦手
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な部分も含めてその子として受け入れたりする児童

とのかかわりがあった教員は、説明を不必要と考え

るが、特別な支援を必要とする児童に対して差別を

したり、偏見をもったりする児童とのかかわりが

あった教員は、説明の必要性を感じているというこ

とであろう。このように考えられる理由として、ま

ず、説明の必要性を感じている教員もそうでない教

員もそのどちらかの立場をとる一方で、必要に応じ

て判断するという考えをもっているということであ

る。教員は特別な支援を必要とする児童の状態、周

囲の児童の特別な支援を必要とする児童への対応の

在り方によって判断している。教員の回答から、「今

までの経験上、説明することは必要であると考える

が、説明を必要とする状況が生じた場合に対応する

であろう」という考えを読み取ることができる。ま

た、説明に必要性を感じていない教員が、説明を行っ

た事例を数件みることもできた。このような考えや

実態は、これまでかかわってきた周囲の児童のかか

わり方が根拠となり生じたものであると考える。「不

必要であると考えていたが、通級による指導の担当

を経験することで必要と感じるようになった。」、「必

要性を感じていたが、学級担任を経験して不必要で

あると感じるようになった。」など、教員の環境や

経験の変化によって考えが変わることが推測でき

る。説明を必要としない教員の割合に比べ、説明を

必要とする教員が高い割合を占めていたことから、

特別な支援を必要とする児童と周囲の児童の関係が

思わしくない状況に直面した経験があった教員が多

いと考えることもできる。

③　周囲の児童への説明の実態

周囲の児童から特別な支援を必要とする児童の

ことについて質問を受けた際に、多くの教員は何ら

かの形で説明をしていることがわかった。教員が説

明を行うことによって、特別な支援を必要とする児

童への周囲の児童の接し方や関係が適切な方向に変

化していた。このことにより、周囲の児童が特別な

支援を必要とする児童の特性を理解することは、そ

の児童の社会性をはじめとする様々な能力の発達を

促したり、他の児童との良好な仲間関係を築いたり

する上で有効であると推察する。教員の説明で児童

の行動に変化が見られるこことから教員のことばは

児童への影響力が強いことがわかる。したがって、

周囲の児童に説明を行う際には、特別な支援を必要

とする児童への偏見や差別が強まらないようなこと

ばを吟味した上で説明を行っていく必要がある。

特性について説明を行うきっかけについては、特

別な支援を必要とする児童の保護者の希望で説明を

行ったと回答した教員が半数を超えていたことか

ら、特別な支援を必要とする児童の説明を望む保護

者が多いことが理解できる。

（2） 学級の周囲の児童への働きかけ－行動モデル

の提示－

回答者の 72 名のうち発達障害児や気になる子へ

の接し方を他の児童に理解してもらうことを目的

に、他の児童のモデルになろうと試みた経験のある

教員が 24 名（33.3％）であった。このことより、

教員のモデル行動はあまり取り組まれてはいないこ

とがわかる。しかし、記述回答には教員のモデル行

動による周囲の児童の態度変化を述べたものがあ

り、児童が教員の行動を見て態度を良い方向へと改

めており、教員のモデル行動には特別な支援を必要

とする児童への接し方を伝える効果があると考えら

れる。これは安部・諏訪（2009）の「教員の手本

によって他の児童は、特別な支援を必要とする児童

へのかかわり方を会得していく」という考えに即す

るものである。また、周囲の児童の態度変化は、特

別な支援を必要とする児童と周囲の児童の仲間関係

を良好な方向へと導くものであると考えることがで

きる。

5. おわりに

通常の学級を担任する教員の多くは、学級の周囲

の児童への特別の支援を必要とする児童の特性を説

明する必要性を感じている。その理由として特別の

支援を必要とする児童に対する誤解や差別、いじめ

などを予防し、児童が相互によりよい関係を築くこ
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と、特別の支援を必要とする児童に適した指導を行

うことが考えられた。また、説明に必要性を感じて

いない教員も少数存在したが、学級の児童に対して

「すべての人にその人の特性がある」ということを

理解し、「相互に認め合うことでよりよい関係を築

くことができる児童を育みたい」という願いは説明

を必要とする教員とほぼ同じであることがわかっ

た。説明に必要性を感じる教員とそうでない教員の

2 つの立場に分かれたことは教員がこれまでにかか

わってきた児童の特性と関係があると考えられる。

さらに、教員のこれまでの経験により、周囲の児童

に特性を説明することは特別の支援を必要とする児

童と周囲の児童がよりよい関係を築く上で有効であ

ることがわかった。説明を行うきっかけは、特別の

支援を必要とする児童の保護者からの希望が最も多

かったことから周囲の児童への説明に関心が高く、

教員が説明するきっかけとなっていた。

次に、周囲の児童が特別の支援を必要とする児童

への接し方を理解することを目的としたモデル行動

の提示について、調査結果より、教員のモデル行動

の提示は多く行われていないことがわかった。しか

し、教員のこれまでの経験により、モデル行動の提

示は特別の支援を必要とする児童への接し方を伝

え、学級の周囲の児童との適切な関係を築く上で有

効であると考えらえた。

このように本調査では、特別の支援を必要とする

児童の特性について、学級の周囲の児童へ説明や行

動モデルの提示を行っている教員の意見からは、学

級の児童の関係が適切な関係に変化するという一定

の成果がみられた。今後の課題として、今回の調査

では明らかにできなかった説明の内容や行動モデル

の詳細について、また、特別の支援を必要とする児

童の特性を学級の他の児童に伝える働きかけを行わ

ない、あるいは行えない理由についても検討してい

く必要がある。
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